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	 磁気同位体効果は同位体の核スピンの有無に起因し、核スピンを有する同位体のみが

非質量依存同位体分別（MIF）を起こす同位体効果である[1]。重元素においては、環境

中のトレーサーとして利用される水銀で観察される磁気同位体効果による MIF[2]が広

く議論されており、近年では隕石中のスズ同位体で磁気同位体効果による MIF が報告
され始めている[3]。また、高精度同位体分析における化学分離操作由来のMIFの要因が
磁気同位体効果である可能性がタングステン分析において指摘されており[4]、地球化学、

分析化学における議論の対象は様々な重元素に広がりつつある。重元素の磁気同位体効

果による MIF においては、核スピンを有する奇数同位体が複数存在する元素があるた
め、奇数同位体間の分別の相対関係を観察することができるという特徴を持つ。これら

奇数同位体を複数持つ重元素の磁気同位体効果による MIF について、MIF による変動
の特徴がどのような分別機構に由来するのかを理解することは、天然中で観察される

MIF から地球化学的情報を読み取る上で重要である。奇数同位体間の相対関係は MIF
の要因の差異によって異なることに加え、磁気同位体効果による分別自体にも変動幅が

存在することが水銀で観察されている。しかしながら、磁気同位体効果による MIF の
奇数同位体間の相対的変動について水銀以外の元素での変動は未だ確認されておらず、

十分な理解はなされていない。奇数同位体間の相対的変動が観察できる可能性がある元

素としてはスズが挙げられ、水銀と類似したメチルスズの光分解時の磁気同位体効果に

よるMIF[5]が報告されている。本研究ではスズのMIFを観察することが可能な実験系に
着目し、磁気同位体効果による MIF の性質について、特に奇数同位体間の相対関係に
ついて議論する。 
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